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解析ソフト

• HLA Fusion Researchを使用

– LABScreen Single Antigen等を解析するソフト(HLA 
Fusion)とは異なります
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解析に必要なファイル

• 血清型ファイル

– 「KIR」用のファイルを使用

– LABScreen Single Antigen等の解析に使用する血清型
ファイルとは異なります

• カタログファイル

– グループ、ロットを確認してダウンロード

– 弊社のホームページよりダウンロードできます
• https://www.veritastk.co.jp/hla/setting_file_fusion_catalogu

e.html

• インポート方法は他のLABScreen製品と同じです
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https://www.veritastk.co.jp/hla/setting_file_fusion_catalogue.html


カタログファイルの結合
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結合するカタログファイルを選択し、「>」を
クリックし左に移動し、Saveで保存する

同じWellでGroup1とGroup2を測定した場合は

解析前にカタログファイルを結合する必要が
あります



結合したカタログファイルを選択

データをインポートする際には、結合したカタログ
ファイルを選択します
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インポート方法
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左から解析するファイルを選択し、
カタログファイルを選択後、
Importをクリックします



再検査基準の確認

• ビーズカウントが50以上であることの確認をお願いし
ます

• NCビーズ、PCビーズ値の基準の設定は現時点ではあ
りません

• PCビーズはLABScreen製品と同じ二次抗体ですので、
LABScreenの測定結果と同程度の値が出ていることの
確認をお願いします
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解析画面
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3種類のカットオフより選択します
常に同じカットオフ値を使用してください

陽性と判定した抗原を「Final」の欄に
入力し、Saveで保存します



Baseline値の計算方法
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• Baseline値とCutoffを比較して陽性/陰性の
判定をしている

• Baseline値の計算方法
• (Sample Raw)－(Sample NC)



レポートの作成
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出力項目の設定例
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レポート例
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陽性と判定した
抗原が表示

測定結果の表示
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